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子どもと話した後，自分の言い方が適切かどうか考えることがある .860 －.191 .593
子どもに対する自分の行動に気をつけることがある .797 －.049 .594
子どもと話すとき，自分の態度に注意を向けることがある .769 .046 .632
子どもと話すとき，自分の言動や態度を意識することがある .750 .056 .612
子どもに何か言う前に，自分の言動の影響を考えることがある .677 .054 .502
子どもに何か伝えるとき，自分の伝え方について考えることがある .635 .154 .536
保育において自分の振る舞いに目を向けることがある .600 .078 .418
子どもに何か言った後，その時の自分の感情について考えることがある .550 .041 .402
保育者としての信念について考えることがある －.157 .886 .655
「子どもを保育する」ということはどういうことか考えることがある .009 .779 .615
保育者としての自分を長所・短所を考えることがある .136 .562 .420


























































子どもに関する長期的見通しについて考えることがある 1.008 －.225 .822
子どもにとって，将来何が必要か考えながら育てている .831 .000 .691
保育の出来事から「子ども」の本質について考えることがある .776 .005 .607
子どもの普段からの行動から，子どもの長所・短所を考えることがある .632 .104 .481
子どものこれからの成長について考えることがある .551 .229 .493
子どもの言動に気をつけている －.103 .910 .737
子どもと話しているとき，子どもの表情や態度に注意することがある .212 .727 .739
子どもと一緒にいるとき，子どもの行動に注意を向けることがある －.133 .705 .414




























いろいろな話を聞いて，自分の保育観を見直すことがある .891 －.137 .717
他の人の保育を見て，自分の保育に必要なことに気づくことがある .820 －.030 .654
他の人と保育の話をして，自分の保育の方針を改めることがある .812 .013 .667




他の人と話しているうちに，保育に関する疑問が解決することがある .688 .114 .549
他のクラスの子ども達と保育者が話す様子を注意深く見ることがある －.136 .996 .905
他のクラスの子どもが保育者と関わる様子を注意深く見ることがある －.035 .908 .800
他の保育者が担当している子どもの言動を注意深く見ることがある .100 .670 .511






保育関係 保育観 保育見通し力 子ども観察力 他者情報の収集 他者情報の活用
保育関係 1 .537＊＊ .388＊＊ .404＊＊ 　.378＊＊ .289＊＊
保育観 1 .366＊＊ .634＊＊ 　.351＊＊ .373＊＊
子ども観察力 1 .547＊＊ 　.340＊＊ .321＊＊
保育見通し力 1 .179 .276＊＊
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